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㸰&㸯㸲�

サービスイノベーションの新分野㸸 

インフラとサービスの⤫合 

 

 
 ⩚ Ύ（ᮾி大学） ۑ

 

 

 
࠙要᪨ࠚ著者の提した（⩚2012ࠊ）ビジࢿス定⩏の OI$�ObMect, Infrastructure and $ction� フ

レーム࣡ークの୍ࡘの≉ᚩはࣔࠊノとアクションとྠ➼にインフラをྲྀりୖࡆていることにある。ࡑこ

でࠊ本✏ではࠊ≉にインフラに関係する OI$ フレーム࣡ークの応用を㏙べる。ࡑれらはࠊձ〇造業の

サービス化の展開ࠊղサービス業の㧗ᗘ化（サービスイノベーション）の㐍展ࠊ及びࠊճ♫会インフラ

とサービスの⤫合によるインフラビジࢿスの革新である。（なおࠊ本✏ではࠊճのグ㏙に㔜点を置く） 

 

㸯㸬OI$ フレーム࣡ークにおけるインフラ 

 

 OI$ フレーム࣡ークではࡘ３ࠊの要⣲ࠊすなわ

ࠊࣔࡕ ノ（ObMect）ࠊインフラ（Infrastructure）ࠊ

アクション（$ction）でビジࢿスを定⩏する。 

 ここで༢⣧化して言えばࣔࠊノは〇造業にࠊ

アクションはサービス業に対応すると考えられ

るのでࣔࠊノとアクションの㸰ࡘをྲྀりୖࡆる

のは⌋しいことではない。事実ࠊከくの㆟論はࠊ

この㸰ࡘの要⣲を用いてなされているといって

も過言ではない。しかしࠊOI$ フレームではࡑࠊ

れらの㸰ࡘの要⣲とは別のカテࣜࢦーとしてイ

ンフラをᢅっていることに୍ࡘの≉ᚩがある。 

 ここでࠊインフラとはビジࢿス（すなわࠊࡕ

ࣔノࡸアクションの提౪）をᨭえる⤌みとし

て定⩏する。本✏ではࠊこのインフラに↔点を

ᙜててࠊOI$ フレーム࣡ーク応用の᭷ຠ性を示し

たい。≉にࠊ⣬ᖜのไ⣙ୖࠊ本✏ではୗグの３点に㞟୰してࠊ㡰ḟ㆟論していく。 

 

ձ� OI$ フレーム࣡ークを用いるとࠊ「〇造業のサービス化」をຠ果的に᳨ウすることができる 

ղ� OI$ フレーム࣡ークを用いるとࠊ「サービスの㧗ᗘ化（Ҹサービスイノベーション）」の新展開を構

できる。 

ճ� OI$ フレーム࣡ークを用いるとࠊ「♫会インフラとサービスの⤫合」によるインフラビジࢿス革新の

方向性がᚓられる。 

 

 

㸰㸬OI$ フレーム࣡ークによる「〇造業のサービス化」の展開 

 

 〇造業のサービス化の㐍め方に関して୍ࠊ⯡的によく言われるのはࠊ 

 

（a）ࣔノ（だけ）でなくࠊ情報・▱識（あるいはࢥࠊンテンࢶ）を提౪ࡏよ 

（b）ࣔノ⣡入ᚋの࣓ンテࢼンスを行えࠊさらにはࠊ㐠㌿（㐠用）をも行え 

 

であろう。 
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$OIࠊこでまずࡑ  フレーム࣡ークを用いるとୖࠊグ（a）（b）にࡘいてもど野をᗈくしてᚋの展開方

向を見通ࡏる㆟論をୗグの（a̓）（b̓）のように行うことができることを⡆༢に指摘するࠊさらに加

えてࠊ（c）のような新たなど点をもった᳨ウも行うことができるであろう。 

 

（a̓）確かに古的な᭷ᙧࣔノだけでなくࠊ↓ᙧࣔノ（情報・▱識など）をၟရとして加えるのはⰋ

いだろう。しかしࡑࠊれをもって「サービス化」を行ったと置࡙けてはいけない。┿のពでサービ

ス化というのならばࠊさらにࠊຠ果的なアクション（㢳ᐈとの┦స用）を提౪しࡑࠊれによって㢳ᐈ

౯್を㧗め㧗౯᱁でၟできるビジࢿスを構ࡏよ。 

（b̓）㢳ᐈのࣔノに対する用ἲにὀពを向けよ。࣓ンテࢼンスࡸ㐠㌿（㐠用）を᳨ウするというこ

とはࠊ㢳ᐈはࡑࠊのࣔノを༢にᾘ費㈈としてᢅっているのではくࡴࠊしろࠊインフラとして置࡙けて

いるとᤊえよということをពする。ࡑうするとࠊ㢳ᐈのインフラ㐠用ノウࣁウとࣔࠊノ〇造ノウࣁウ

との㛫の᥋続（フードバック）ࡸ⤫合の領域にビジࢿス機会を見ฟすことができるであろう。 

（c）「サービス」の୰᰾はアクションの提౪にある。ࣔノとインフラࡑれ自㌟の提౪に加えてࠊ㢳ᐈと

どのようなアクションをとるべきかを᳨ウしてࠊணめࡑࠊれらをຠ果的に行えるࣔノとインフラのタ計

を行え。えばࠊ༢⣧なではࣔࠊノࡸインフラに「（⤌み㎸み型）アクションㄏᑟ機⬟」をྵまࡏよ。 

 

３㸬OI$ フレーム࣡ークによる「サービスの㧗ᗘ化（サービスイノベーション）」の㐍展 

 

 現在のいわゆるサービス論分野での㆟論にはࠊḟのձղճの問題点が存在すると著者は考える。まずࠊ

で付グしてࠚ 問題に対するゎỴど点を࠙ࠊの指摘の最ᚋにはࠎྛ。れらの概要を⡆༢に指摘しようࡑ

おく。 

 

ձ� 「ࣔノよりサービスのうがୖ（あるいはࠊ㐍化したᙧ態）」（㸸「ࣔノはサービス実現のᡭ段」）

という考え方の問題点 

 ᚑ᮶のࣔノがサービスに置きわったというもከいがࠊしかしࠊクࣜーࢽングᗑがὙ℆機に置

きわったというような㏫のも存在する。またࠊ世界の人ཱྀの増加にకってࠊ㣗料ࠊ資※といっ

たࣔノ自㌟の㔜要性が見┤されている。࠙ ゎỴど点㸸ࣔノとサービスは対➼だとすればよいࠚ 

ղ� 「サービスシステム 㸻 ࣔノ 㸩 サービス」の問題点 

 ࣔノも㆟論対㇟の୰に加えるというពᅗのもとࣔࠊノとサービスを合わࡏてサービスシステムと

いう言い方がされている。このሙ合ࠊᕥ㎶とྑ㎶の୧者にྠじ言ⴥ「サービス」がでてきてࠊ定⩏

ୖΰが⏕じている。࠙ ゎỴど点㸸ᕥ㎶はࠊ別の言ⴥࠊえばࠊビジࢿスとすればよいࠚ 

ճ� サービス・ドミࢼントロジックの問題点 

 ₇算子㸻࣌࢜ラント�operant�とࠊస用対㇟㸻࣌࢜ランド�operand�を用いて定ᘧ化しているがࠊ

ここでࠊOperant resource を▱識ࡸ技⬟ࠊOperand resource をࣔノとしているというΰ（୧者

とも resource というࣔノだから）が見られる。࠙ ゎỴど点㸸₇算子㸻࣌࢜ラントは「行Ⅽ」とすべ

きである。さらにࠊ▱識ࡸ技⬟はస用対㇟㸻࣌࢜ランドとすべきであるࠚ 

 

 OI$ フレーム࣡ークではୖࠊグで࠙ ࠚで示したゎỴど点を実際に採用しているのでୖࠊグの問題点

は存在しない。すなわࠊࡕճに関連してはࠊ情報ࡸ技⬟は↓ᙧࣔノとしࠊサービスのᇶ本は行Ⅽ（アク

ション）であることを明確にしࠊさらにࠊձにࡘいてはࣔࠊ ノとアクションは対➼としている。さらにࠊ

ղに関連してࠊᕥ㎶に対応するところはビジࢿスとしている。したがってࠊサービスイノベーションの

㐍展に関する㆟論もࠊOI$ フレーム࣡ークを用いてスムースに行うことができるであろう。 

 さらに OI$ フレーム࣡ークではࣔࠊノࠊアクションの㸰ࡘの要⣲に加えてࠊインフラという３␒┠の

要⣲を加えていることも≉ᚩの୍ࡘである。これによってࠊサービスの㆟論はḟのようにࠊさらにࠊ発

展するであろう。 

 

 ・いわゆる"サービス͆を 

 

   ・ඹ通的ᅛ定（資産化）ྍ⬟部分 㸻 インフラ 

   ・ಶ別㢳ᐈ対応部分 㸻 アクション 
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   のように㸰ࡘに分してビジࢿスを構することがྍ⬟となる。 

 

このようにしてࠊ┿のពで「㢳ᐈとの┦స用（༠ྠ）」ࠊすなわࠊࡕアクションの部分を構しࠊษ

りฟしࠊ明確に定⩏することを通じてサービス事業の㐍展をᅗることができるようになると期ᚅできる。 

    

㸲㸬OI$ フレーム࣡ークによる「♫会インフラとサービスの⤫合」によるインフラビジࢿスの革新 

 

㸲㸬㸯 問題ព識 

 

 ♫会インフラとは♫会をᨭえる⤌みである。♫会インフラといわゆるサービスの⤫合はࠊ新⯆国の

ຠ果的な発展のためにもࠊඛ㐍国のᣢ続的展開にとっても㔜要なㄢ題として認識されるようになってき

た。えばࠊ技術経Ⴀの最大の国際学会 PICMET�Portland International Conference for Management of 

Engineering and Technology�は,これをテーマに 2014 年に日本で開催されるண定である。 

 ところでࠊ現在ところࠊ♫会インフラとサービスの⤫合に関してࠊインフラ業界の人たࡕは「インフ

ラ事業はただ造るだけでなくࠊあとの㐠用（サービス）も㔜要ですね」と言いࠊサービス論の人たࡕはࠊ

「インフラ事業とはもともとサービス事業です」と言うであろう。しかしࠊインフラとサービスはこれ

まで別ࠎの学会㺃ࢥミࣗࢽテーで㆟論されてきておりࠊ୧者の関係ࡸ⤫合に関する᳨ウは深くは行わ

れていない状態といえる。ࡑしてࠊもし௬にࠊこのような㆟論をしようにもࠊこれまで୧分野に通じる

ඹ通言ㄒが事実ୖ存在していなかった。 

$OIࠊこで本✏ではࡑ  フレーム࣡ークを用いればインフラとサービスの⤫合にࡘいて㆟論を展開する

ことがྍ⬟となることを示したい。ᚋࠊこのような㆟論がさらに㐍展することによってࠊインフラ୍

ᣓ㍺ฟにຊを入れている日本にとってࠊインフラとサービスとの⤫合によって新たな౯್を加えること

で競争ຊを㧗めることが期ᚅできよう。 

 

 さてࠊ本✏ではࠊインフラをࣁードインフラとࢯフトインフラに分けて㆟論する。 

 

㸲㸬㸰 ࣁードインフラのሙ合 

 

のはୗグであࡑࠊいわゆるᅵᮌ・ᘓ⠏が大きな合を༨めるインフラでありࠊードインフラとはࣁ 

る。 

 

 ・通⥙（ ‴ࠊ ✵ࠊ㕲㐨ࠊ㐨㊰ࠊᶫなど） 

 ・Ỉ⥙ （ୖୗỈࠊᕤ業用Ỉࠊ㎰業用Ỉなど） 

 （スなど࢞ࠊ電気）⥙ーࢠルࢿ࢚・ 

 ・通信⥙ 

 

ձ部ရ〇ࠊこれまでのṔྐ的経⦋もあり୍⯡的にはࠊスはࢿードインフラの日本国ෆにおけるビジࣁ 

造（第㸰ḟ産業㸸〇造業）ࠊղ施タᘓタ（第㸰ḟ産業㸸ᘓタ業）ࠊճ施タ㐠用（第３ḟ産業㸸サービス業）ࠊ 

մ施タಖ᭷（第３ḟ産業㸸サービス業）と分かれている。 

 しかしࠊビジࢿスのグローバル化にともないࠊ≉にࠊ㏵ୖ国の㍺ฟのሙ合には「インフラの୍ᣓ㍺

ฟ」という言ⴥに表れているようにୖࠊグձ㹼մの㸲ࡘの༊分がなくなりࡴࠊしろ体としてのビジࢿ

スとなることがከい。このሙ合のビジࢿスᡓ␎としてはࠊ大きくୗグの㸰ࡘがあろう。 

 

（a） 概念タ計など計⏬段階からཧ⏬しࠊ㢳ᐈにとって用౯್の㧗い新らたな機⬟と性⬟をも

 インフラの構ࡘ

（b） ࢥスト競争にᡴࡕࡘためにᙉຊな（ሙ合によっては政ᗓ関与）マࢿジ࣓ントの実施 

 

ここでࠎ ࠊにして日本業は（b）のດຊに傾ὀしがࡕであるがࠊ㡑国ࡸ୰国などとの業とのཝし

い競争⎔ቃにあってはこれだけに㢗ることはできない。したがってࠊ日本にとっては（a）の実施がᴟ

めて㔜要である。ࡑこでࠊ本✏では（a）を行うための OI$ フレーム࣡ークの応用のを⡆༢に示す。 
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（㸯）Ỉ㺃電気インフラ 

 ୖỈインフラと電気インフラはྠࠊじᅗに

書けることは⯆深い。おいに┦ᡭからビ

ジࢿスの方をཧ考にできるྍ⬟性がある

ことを示しているからである。 

 さてࣔࠊノはࠊỈと電気である。ྍ⬟性と

してこの୧者にከရ✀がありうるかどうか

の㆟論が存在する。୍⯡に〇造業ではここで

㈇することを考えればࠊᑗ᮶のᣮᡓ分野と

いえるであろう。   

 インフラに関してはࠊ現在日本国ෆではᗈ

域の㓄Ỉ⥙と㓄電⥙が୍⯡的であるがࠊ⊂立

のίỈ置ࡸ⊂立の発電置とのే用ࡸ置

きえなどࠎ✀ࠊの⤌合ࡏのパターンがありᚓよう。 

 この分野でࠊ最もᕤኵのవᆅがあるのはアクションであろう。Ỉࠊ電気提౪はサービス業に分㢮され

ているがࠊサービスの୰᰾であるアクションが㈋弱なのは⓶⫗でありྠࠊにࠊᑗ᮶の発展のྍ⬟性の

大きさも示している。現在はࠊ用するかしないか（on�off）しかパターンがないのが୍⯡的である。

ようࡸくࠊእฟඛからの指示の実現がጞまった状況である。ᚋはࠊえばࣔࠊノとしてのỈと電気の

ከရ✀（ከᵝ性）を実現さࠊࡏ用者が自らの用┠的に対応したရ✀を㑅ᢥすると言うアクションの

提౪なども考えられる。 

 ୖグのような㆟論をしてくるとࠊ現在の「Ỉ業」と「電気業」がࣔノ（Ỉと電気）の〇造ἲにດ

ຊのከくを傾けていることがወ異にさえឤじてくる。 

 

（㸰）通インフラ  

 ᪑ᐈ㕲㐨を᳨ウしてみよう。㕲㐨㐠用業にと

ってはࠊᅗに示すようにࠊ㌴୧，㕲㐨ࠊ㥐ࠊ情報

システムなどはࠊてインフラと置࡙けられる。

サービス事業としての୰᰾はࠊ㢳ᐈ（ᐈ）の

アクションであるべきである。ᚋࠊここに対す

るᙉ化とࡑれに連動するᙧでインフラの改Ⰻなど

なすべきことはከい。 

 

（３）情報インフラ 

 最も古的なパターンは情報ࢿット࣡ークを提

౪すれば「情報サービス業」という考え方である。

ḟにⓏሙしたのがࠊ情報（ࢥンテンࢶ）の充実と

いうアプローチである。ࡻࡕうどࠊ↓ᙧ㈈としての

情報を提౪するとࡑれはサービス業という「ㄗゎ」

とあいまってࠊこのアプローチはከくの業が採用

している。 

 最近ではࠊインフラとしての情報᳨⣴機⬟の充実

がὀ┠されているパターンであろう。もࡕろࢇこれ

はࠊアクションとしての情報᳨⣴における問合ࡏ㺃

応⟅方ᘧのᕤኵを୍体となっている。 

 ᚋはࠊ「┦ㄯ（問題定ᘧ化ࠊㄝ明機⬟ࠊ⣡ᚓ機

⬟）」としてのアクションが㔜要となろう。ࡑしてࠊ

これを実現さࡏる「情報動的᧯స機⬟」のインフラ

化が↔点となるとᛮわれる。 

 ここでࠊ➹者が最もᙉ調したいのはࠊサービスの

୰᰾としてのアクションをまず構しࡘࠊいでࡑࠊ

れを実現するᡭ段としてのインフラ構⠏とࣔࠊノとしての情報の充実を行うという㡰ᗎである。 
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㸲㸬３ ࢯフトインフラのሙ合 

 

 。いわゆるサービス業的要⣲が大きいୗグのようなインフラであるࠊフトインフラとはࢯ 

 

  ・་⒪   ・ᩍ⫱   ・㔠⼥ 

 

 ඛ㐍国においては質の向ୖがㄢ題でありࠊ発展㏵ୖ国においては機⬟（質）と౯᱁とのバランスが㔜

要となる。いずれにしてもࠊ「ఱをすれば質の向ୖになるのか」の᳨ウに OI$ フレーム࣡ークの活用

がຠ果的であろう。 

 

（㸯）་⒪インフラ 

 ་⒪インフラである㝔を考えてみよう。

ᅗに示すようにࠊ㝔タഛとྠᵝにࠊ་ᖌࠊ

┳ㆤᖌなどはインフラと置࡙けられる。 

 ここで㔜要なことはࠊᝈ者に対するアク

ションのရ質の向ୖであろう。にᣲࡆた

アクションはᖖ識的であるがࠊ問デ・⒪

方㔪┦ㄯࠊ⒪行Ⅽࠊ⏕活指ᑟなどである。

このようなアクションの言ⴥと㐩成レベル

とでサービス業としての་⒪の質を定⩏しࠊ

インフラを整ࠊれを実現するᡭ段としてࡑ

ഛするというアプローチがᮃましいとᛮわ

れる。 

 これに対してࠊ現状のከくはࠊまずࠊ㧗

ᗘなインフラを整ഛしようという発であろう。ここで㧗ᗘとはࠊインフラ自㌟の立ሙからの技術的な

ពでの㧗ᗘであってࠊ㢳ᐈ（ᝈ者）のど点でないことにὀពすべきである。 

 ᚋࠊOI$ フレーム࣡ークを用いてࠊアクションを明示的に㔜点的に㆟論することが必要であろう。 
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